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研究成果の概要（和文）：　教員養成型PBL （Problem-based Learning）教育における対話型事例シナリオ教育
は、教育実践の中で直面する事象をシナリオにして学生に提示し、教員養成教育に必須の理論と実践を往還する
能動的学習の核となりうる教育方法である。
　本研究では、①対話的事例シナリオ教育の原理、シナリオの作成方法、授業方法を深化させ、②ルーブリック
を活用した、その教育独自の評価方法を開発した。そして③これらの教育原理、教育方法、評価方法を組み込
み、実践的に検証済みの質の高い事例シナリオ教材集を、教職に関する科目全領域で作成し、各種学会で発表す
ると同時に、報告書としてまとめた（平成30年7月公刊予定）。

研究成果の概要（英文）：Scenarios are often used as learning materials in Problem-based Learning. In
 teacher training the scenarios consist of the phenomena which teachers encounter in the schools. 
And the scenarios have to be devised to facilitate interactions with learners or between ones. Such 
dialogic scenarios are expected to organize the active relationship between theory and practice and 
to form the core of teacher training methods 
Our research made clear the details of the fundamental theories, the methods of making scenarios and
 of teaching for the learning through the dialogic scenarios in teacher training. And we created the
 new rubrics to evaluate the effects of that learning. Furthermore, we have developed the dialogic 
scenarios highly through putting them into practice. Finally we made a collection of the scenarios 
which covered every sort of subjects related to teacher teaching, presented the products at some 
conferences and publish them on July in 2018.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) PBL 教育(Problem-based Learning、及び

Project-based Learning)とは、現実的な問

題や課題に対して、自らの調査・探究、小集団

による協同の探究によって解決することを目標・骨

格としている。それらは1970年代に欧米において、

Problem-based Learningは医学教育で、

Project-based Learningは工学教育で開始

されたが、1990年代以降他分野の教育にも広

がり、両者合わせてPBL教育として展開され

てきた。我が国でも90年代から導入され、

2000年代からは多くの専門分野の教育にも

適用されるようになり、三重大学は先進的に

取り組んできた一つである。 

PBL 教育の試みは大学の授業を一方的な講

義から小集団の協同と探求へと転換させた。ま

た学生の意欲やコミュニケーション能力、探究

能力はもちろん、知識の活用能力の獲得にも有

効であることが示されてきた。 

こうしたPBL教育は、2012年 8月付け中央教

育審議会答申が大学教育に能動的学修（アクテ

ィブラーニング）への転換を求めて以来、その

モデル的な学習形態としてより注目されるよ

うになった。 

(2)教員養成教育においても PBL 教育の持つ

意味は大きい。教員養成教育領域では，教育実

践への参入が比較的初期から可能であるため、

学生が直接実践現場に出向いて問題解決場面を

探求することも可能ではある。しかし、たとえば

子どもの問題行動といった極めて難しい対応が

求められる事態などでは、教育実践への直接的参

入による学習では物理的にも内容的にも限界が

ある。その中でPBL 教育の中核的方法である事

例シナリオを使った教育が極めて大きな意

味を有することが改めて自覚されてきた。 

私たちは、前科研期間(2012-14 年度)において

教員養成教育に必要な対話的事例シナリオを

開発し試行した。対話的な事例シナリオが必要

な理由は、次の二点だった。第一点は、教育実

践特有の実践的判断力が必要とされるからであ

る。教育実践においては 問題の確定と解決が

刻々と変化する過程の中にある。したがって、

現場において求められるのは瞬間的に自省し

ながら（reflection in action）その局面を打

開するような、より妥当な手を打っていく判断力

である。第二点は学習者自身が、教育について

ある程度（学習者として）経験し、理解してい

ると思っていることである。そうした学習者自身

の既成の「観」（子ども観、教育観、授業観等

の統合されたもの）の見直しが求められる。

そのためには、たんに現場経験を積めばよいの

ではなく、実践と理論を往還させ相対化しなが

ら、自らの「観」を問い直す必要があるからで

ある。 
これらの力量の育成のためには、単純に正

解に至る事例シナリオではなく、常に学習者

と三者（状況、他者、自己自身）との対話をつ

くりだしながら学ぶように構成される対話的

事例シナリオが必要とされた。 

そこで前科研期間では、教員養成型PBL教

育の基本的な意義や原理を明らかにし、対話

型事例シナリオの類型を整理するとともに、

ある程度の科目数の事例シナリオ教材を作

成することができた。 

しかし、教員養成教育に必要とされる量と

質を備えた対話的事例シナリオを完成させ

るには至らなかった。教職に関する科目全体

に対応できるまでの種類と数の事例シナリ

オを開発するまでには到達できなかった。と

りわけ、事例シナリオの有用性や効果をある

程度客観的に把握する評価方法が開発され

ておらず、その質の向上を図ることが十分で

はなかった。 
 
２．研究の目的 

そこで本研究では、教育における評価方法

の開発を主な目的とした。具体的には、次の

通りである。 
①教員養成型 PBL 教育用の教材テクストと

して対話性の原理をより明確化した上で、対

話的事例シナリオを学校教育実践の全教

科・全領域において開発・作成し、検証する。 
②教材テクストとしての事例シナリオの内

容、質の向上のための評価方法を開発する。

具体的には、評価規準の作成を中心に置き、

対話的事例シナリオの評価と改善を行いな

がら、その評価の妥当性、信頼性を高める。 
 
３．研究の方法 

研究方法は、目的に合わせて、以下のよう

な方法をとった。 

⑴対話型事例シナリオ教育の原理と方法論

の深化については、バフチン(Bakhtin,M.M)

やアーレント(Arendt,H.)の対話論、エンゲ

ストローム(Engeström,Y.)の学習理論、さら

には教育方法学の発問論を手掛かりにした

文献による理論的研究方法を採った。 

(2)対話型事例シナリオの作成については、

教師に対するヒアリングや教育実践の実地

調査をふまえて作成し、実際に大学での授業



で検証するという実地研究の方法を採った。 

 (3)対話的事例シナリオの評価方法の開発

にあたっては、内外の高等教育論やＦＤ理論、

初等教育から高等教育までの学習評価論を

手掛かりにした文献による理論研究を行う

とともに、実際の大学の授業で検証するとい

う実地研究の方法も採った。 

 
４．研究成果 
(1)研究成果の第１は、教員養成型 PBL 教育

における対話型事例シナリオ教育の原理と

方法論の深化を図ることができたことであ

る。 

まず原理面で深化されたのは、以下の諸点

である。 

①対話的事例シナリオ教育で最も重要な目

標は、「観」の自覚と相対化であることを明

らかにした。 

「観」とは、教育観、授業観、児童・生徒

観など多様な観の集合体であり、教育実践の

コアになる考え方で、教育実践に不可欠に求

められる問題の所在の発見に大きく関与し

ている。 

一般の事例研究は事例の課題の解決を何

よりも求めるが、PBL 教育は表面的な解決よ

りも、「観」自覚と相対化を図り、問題の所

在を発見する力を育成することにある。 

②事例シナリオ教育において理解を深め、

「観」の自覚と相対化を図るためには対話が

不可欠なことを明らかにした。 

すなわち理解すべき内容は自己の中にも、

外在する対象の中にもあるわけではなく、対

話の中で他者の言葉を自分の文脈に引き入

れて「内的説得力のある言葉」を獲得とした

ときに理解が成立するからである。 

③対話と「観」の自覚と相対化を進める事例

シナリオの作成にあたっては、事例の質と同

時に、ガイディングクエスチョンが決定的に

重要な役割を果たすことを明らかにした。な

ぜならば、ガイディングクエスチョンは、別

の視点の提供や問題の所在の発見の道案内

になるからである。 

 次に、対話的事例シナリオ教育の方法論上

の深化が図られたのは、以下の諸点である。

①対話的事例シナリオの作成過程と方法を

明らかにしたことである。 

一般の事例シナリオは、事例の提示、問題

と学習項目の特定、自己学習、討論と問題解

決というプロセスを念頭に置いて作成され

る。 

しかし対話的事例シナリオは、次のような

作成過程を経ることを明らかにした。 

STEP1：学習者の「観」の状況とその問題を

とらえる。 

STEP2：授業者が伝えたい「観」を明確にす

る。 

STEP3：「衝撃的エピソード」を軸にしたシナ

リオを作成する。 

STEP4：以下の構成をモデルにシナリオを作

成する。 

[事例の提示]典型性と具体性が必要とされ

る。 

[定説の提示]学習者の同意と納得が得られ

るように工夫する。 

[定説に対する批判]よくある実践や子ども

理解に対する批判的視点を得る。 

[定説にかわる実践例の提示]「観」の変容

を土台としたエピソードを提示する。 

②対話的事例シナリオ教育の進行上決定的

な役割を果たすガイディングクエスチョン

の性格と分析を進めることができたことで

ある。 

ガイディングクエスチョンの性格とは

「『答え』をみちびくためのガイドではなく、

知の探求にいざなうガイド」であり、本質を

指さす機能を果たす。 

ガイディングクエスチョンの種類として、

「自己関与を引き起こすガイディングクエ

スチョン」「子どもの行動や教師の対応の理

由を尋ねるガイディングクエスチョン」、そ

して特に「観」の自覚化と相対化を生み出す

上で重要な「否定的・逆説的なガイディング

クエスチョン」の３つがあることを明らかに

した。 

⑵研究成果の第２は、対話的事例シナリオに

適した評価基準を作成し、独自の評価方法を

開発したことである。 

 この評価基準の作成に当たっては、教員養

成教育で先行していた現場連携型 PBL教育で

の評価基準との比較検討を通して共通性と

違いを確認した。その上で、対話的事例シナ

リオ教育に必要なルーブリックの観点とし

て、①シナリオとの対話、②他者との対話、

③自己内対話、の３点が基本的な観点になる

ことを明らかにした。 

 それをふまえ、アメリカでの高等教育実践

の評価ツール開発研究として著名な AAC&U

（ Association of American Colleges & 

Universities ） に よ る VALUE （ Valid 

Assessment of Learning in Undergraduate 



Education）プロジェクトの評価項目を参照

して、次のような「ルーブリックの観点」と

「評価項目」からなる４段階の評価を可能に

する対話的事例シナリオ用の独自のルーブ

リックを開発することができた。 

 

ルーブリックの

観点 

評価項目 

（第 1 の観点）  

シナリオとの対

話 

問題の捉え方 

文脈性、問題の複雑性の

捉え直し 

（第 2 の観点）  

他者との対話 

他者理解 

相対化 

（第 3 の観点）  

自己内対話 

学習の統合（普遍化・自

分化） 

観の変容 

 

⑶研究成果の第３は、より質の高い対話的事

例シナリオを「教職に関する科目」の全領域

にわたって作成し、報告集にまとめたことで

ある。 

 上記の対話的事例シナリオ評価用に開発

したルーブリックを活用して、これまで開

発・作成してきた各種対話的事例シナリオを

授業実践を通して検証し、事例シナリオの内

容や構成の見直し、ガイディングクエスチョ

ンの改善など質の向上を図ることができた。 

 このようにこれまでに開発してきた対話

的事例シナリオ教育の理論、方法、評価方法

を組み込んだ質の高い対話的事例シナリオ

を、教育職員免許法施行規則に示される「教

職に関する科目」の全領域にわたって作成し、

事例シナリオ集としてまとめることができ

た。 

 すなわち、以下の領域の 17 種類の対話的

事例シナリオからなる事例シナリオ集を作

成した。 

 ・教職の意義等に関する科目 

 ・教育の基礎理論に関する科目 

 ・教育課程及び指導法に関する科目 

 ・生徒指導、教育相談及び進路指導等に関

する科目 

・特別支援を必要とする生徒に対する理解 

 以上、３点にわたって本研究の研究成果を

概略したが、これらについての詳細は研究成

果報告書としてまとめた（2018 年 7 月公刊予

定）。 

その報告集の構成は以下のようになって

いる。 

＜第一部理論編＞ 

Ⅰ日本における PBL教育の現段階と今日的課

題 

Ⅱ教員養成教育としての PBL 教育 

Ⅲ事例シナリオを用いた PBL 教育 

Ⅳ対話的事例シナリオの作成と授業過程 

Ⅴ事例シナリオ教育の評価方法 

＜第二部事例シナリオ集＞ 

Ⅰ教師として考えておくべきこと（教職科目

における PBL）［7事例シナリオ］ 

Ⅱ教師が日常の教育活動で直面する場面を

考える［4事例シナリオ］ 

Ⅲ各専門領域の教育での展開 

［6事例シナリオ］ 

＜コラム 1＞ 事例シナリオを核とした授業

づくりアラカルト 

＜コラム 2 ＞事例シナリオの種［6事例］ 

  

 最後に今後の研究課題を３点挙げておき

たい。 

① 教員養成教育における対話的事例シナリ

オのさらなる開発。 

教員養成教育の充実のためには、教員養成

科目のさらに多くの分野、領域での対話的事

例シナリオ作成を行い、その効果を検証する

と同時に、中等教育や現職教育というプレ、

ポスト教員養成教育にも広げて事例シナリ

オを開発し、検証する必要がある。 

② 対話的事例シナリオを核とした教員養成

科目毎のモデルカリキュラムの構築。 

教員養成科目に PBL教育を導入し対話的事

例シナリオを実施する場合に、まだ単発的に

行われていることが多い。授業での成果を高

めるためには、その授業科目の目標に沿って

PBL 教育とりわけ対話的事例シナリオを構造

的に構成して実施する必要がある。そうした

PBL を導入した授業科目毎のモデルカリキュ

ラムの探求が必要とされている。 

③ 科目間の縦、横の関連構築とカリキュラ

ム・マップの構成 

一授業科目の改善にとどまらずに教員養

成教育全体の教育課程の改善が求められて

いる。上記の授業科目におけるモデルカリキ

ュラムに基づいて、科目間の縦、横の関係を

構築し、教員としての資質・能力を育成する

ために効果的なカリキュラム・マップを作成

する必要がある。 
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